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情報検索学習における練習課題順序の影響
―学習の定着と作業負荷―

○大津嘉代子（早稲田大学） 阪脇孝子（早稲田大学）

キーワード：情報検索，情報教育，教育方法

問 題

本研究は，大学生の学習を側面から支援するための，一般的

な検索エンジンを用いた情報検索の教育方法及び学習用アプリ

ケーション開発を目的にしている。情報検索に必要な資質・能

力は多岐に渡り，未習熟者が学習すべき要素も多い。それらの

要素のうち，本研究ではサイトの種類や掲載情報に関する知識

の育成に重点を置いている。具体的な学習方法として，閲覧時

（検索結果一覧の読解，閲覧サイト選択，及びページ閲覧過程）

における，逐次的教示によるサイト属性（サイトの種類と掲載

情報の質）の予測・検証を通じて閲覧行動・態度を変容させる

ことを提案し，一定の効果が確認されている（大津・植木・阪

脇 ；阪脇・植木・大津 ）。

今回の実験では，学習用アプリケーションの課題構成方針を

決めるために，学習に用いる課題テーマの種類と順序の違いが，

作業負荷と学習の定着に与える影響を検討した。課題テーマは，

身近な飲料（コーヒー，緑茶）の健康への影響と，学生にとっ

て比較的馴染みがないと考えられる太陽光発電設備に関する

種類であった。実験では，飲料課題を 回行ってから太陽光課

題を行う場合と，飲料課題を 回行ってから太陽光課題を行い，

その後再び飲料課題を行う場合を比較した。学習の定着に関す

る指標は，ページ閲覧前に行うサイト属性予測の正答率であっ

た。作業負荷の指標は作業時間であった。実験に際し，大学生

でもある程度事前知識があると期待できる飲料課題で学習を続

けた後，作業負荷が高い課題を行う方がより学習が定着すると

予測した。

方 法

参加者：大学生 名（男性 ：女性 ，平均年齢 ）

実験計画：要因 課題順序 緑茶・太陽光群 名，太陽光・緑

茶群 名 ，要因 テーマ種類（緑茶，太陽光）

材料： ，実験用アプリケーション等

手続と課題：実験者が実験手順を説明し練習課題を行った後，

参加者は画面のインストラクションを読みながら つの模擬閲

覧課題を一人で行った。検索目的は全て「授業で課題として出

されたレポート作成のための調べもの」であった。各課題では，

検索結果一覧として，実在するサイトを つ提示し，全てのサ

イトを閲覧させた。各課題のサイト属性構成はほぼ同じであっ

た（ サイト，まとめサイト，企業サイト，官公庁サイト等）。

サイトは，一般検索エンジンの結果一覧を模し，サイトタイト

ル， ，スニペット（ページ内容の抜粋）をサイトごとに示し

た。参加者はタイトルをクリックすることで，各サイトのペー

ジを閲覧した。全てのサイトについて，ページ閲覧前に，選択

したサイトの属性を予測させた。属性予測時にも，検索結果一

覧は表示されたままであった。

課題のテーマ，各群の実施順序は以下の通りであった。

【テーマ】飲料 …コーヒーの健康への影響

飲料 …緑茶の健康への影響

太陽光…建物に太陽光発電設備を設ける是非

【実施順序】緑茶・太陽光群…飲料 →飲料 →太陽光

太陽光・緑茶群…飲料 →太陽光→飲料

結果と考察

各群が緑茶（飲料 ）及び太陽光テーマで行った模擬閲覧課題

について，結果の分析を行った。属性予測正答率は，緑茶・太

陽光群の緑茶 ． ％，太陽光 ％，太陽光・緑茶群の緑茶

％，太陽光 ％であった。正答率を角変換し， 検定に

より課題別に平均値を比較したところ，どちらの課題でも群間

に有意差はなかった。結果一覧読解時間（検索結果一覧ページ

閲覧時間＋属性予測を行っていた時間）の平均値について， 要

因分散分析（要因 課題順序，要因 テーマ種類）を行った

（ 参照）。交互作用が有意（ ）

であったため各要因の単純主効果を確認したところ，課題順序

の効果は，緑茶（ ），太陽光（

）ともに有意であった。また，テーマ種類の

効果は，太陽光・緑茶の順序のみで有意であった（

）。

平均結果一覧読解時間と （秒

結果一覧読解時間の分析から，課題によらず後から行うほど

短時間で作業を行えることがわかった。但し太陽光については，

先に行った場合はより作業に時間がかかるとわかった。属性正

答率の分析では，群間で予測精度の差が観察できなかったこと

から，課題順序による学習の定着の違いは確認できなかった。

しかし，両群とも太陽光の正答率が比較的低い傾向にあること

から，同課題の方が比較的属性予測が難しいと推測できる。以

上の結果から，検索者が事前知識を有する課題を続けて行って

から，作業負荷の高い課題に移行する方が学習者の負担が少な

いと考えられる。
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高校生におけるコンピテンシーと達成目標の関連
―学校の違いに着目して―

○押尾恵吾（東京学芸大学） 扇原貴志（東京学芸大学）
岸 学（東京学芸大学）
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問 題

近年，21 世紀型能力（国立教育政策研究所，2013）
やキー・コンピテンシー（OECD, 2005）といった「資

質・能力」の育成が重要視されている。関口（2017）
は，資質・能力（以降，コンピテンシーとする）の

構成要素を検討し，下位概念として 7 つの汎用的ス

キルと 8 つの態度・価値から構成される尺度を作成

し，下位概念同士に有意な正の相関が見られること

を明らかにした。

しかし，関口（2017）の検討においては，汎用的

スキルおよび態度・価値の関連が，学校によって異

なるか明らかになっていない。本研究では，コンピ

テンシーの育成を実践的に取り入れている学校およ

び育成を行っていない学校を対象として，汎用的ス

キルおよび態度・価値の関連が異なるかを明らかに

することとする。

また，汎用的スキル，態度・価値といった概念が，

既存の動機づけ理論とどのように関連するのかとい

った検討がなされていない。そこで，本研究では，

学習方略の使用に対して正の影響をもつ達成目標

（e.g. Elliot, 1999）を取り上げ，汎用的スキルおよび

態度・価値に対してどのような影響を与えるのかに

ついても検討する。

方 法

対象 東京都と広島県の 3 校（以降，それぞれ A校,B
校,C 校とする）に在籍する高校生 1533 名のうち，

質問紙調査の回答内容に不備が見られた者を除いた

1409 名（1 年生 577 名，2 年生 572 名，3 年生 260
名；性別不問）を分析対象とした。

質問紙 コンピテンシー尺度（関口，2018）の全 37
項目と達成目標尺度の邦訳版（山口，2015）12 項目

を用いた。

調査時期 2018 年 11 月から 12 月に，各学校で学級

担任によって実施され，その場で回収された。

結 果

パス解析を用いて，達成目標から汎用的スキルお

よび態度・価値に対してパスを想定し，態度・価値

から汎用的スキルに対してパスを想定し，達成目標

間，態度・価値間，汎用的スキル間で共分散を想定

したモデル（Figure 1）を構築した。学校による差を

検討するため，多母集団同時分析を行った結果，学

校間で因子の構造が等しく，かつパスに関して学校

間で等値制約を入れ，共分散に関して学校間で制約

を加えないモデルの適合度が最も良かった（χ2 =
11710.255，df = 441，p<.01，CFI = .988，TLI = .976，
SRMR = .036，RMSEA = .044）。
いずれの学校においても，達成目標のうち習得接

近がすべての態度・価値に対して有意な正のパスが

みられた。また，達成目標から汎用的スキルに対し

ては，ほとんど関連がない，ないし弱かった。態度・

価値から汎用的スキルに対しては，好奇心・探究心

から批判的思考，協力する心から協働する力に対し

て，有意な正のパスがみられた。

学校間で差があった共分散は，汎用的スキルにお

いて，協働する力と先を見通す力，協働する力と感

性・表現・創造の力，先を見通す力と感性・表現・

創造の力であった。態度・価値においては，受容・

共感と困難を乗り越える力，協力しあう心と困難を

乗り越える力などであった。

考 察

以上から，コンピテンシーの汎用的スキルおよび

態度・価値，達成目標の関連は，学校間で共通する

ものの，汎用的スキル間の関連，態度・価値間の関

連が異なることが明らかになった。ここから，コン

ピテンシーの育成の有無にかかわらず，達成目標お

よび態度・価値は汎用的スキルの使用に正の影響を

与えうることが示唆される。また，コンピテンシー

の育成によって，コンピテンシー間の関連が変容し

うる可能性があることも示唆された。

付 記

本研究は，東京学芸大学「次世代型コンピテンシ

ー育成のための教育方法開発とその国内外への発信」

（文部科学省機能強化経費「機能強化促進分」対象

事業）の研究成果の一部である。

達成目標

態度・価値 汎用的スキル

Figure 1　本研究のモデル
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